
作
品
集

第
四
回
東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
三
回
東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

夏
井
い
つ
き
句
会
ラ
イ
ブ
in 

い
わ
き
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目
次

夏
井
い
つ
き
句
会
ラ
イ
ブ
へ
よ
う
こ
そ

　
句
会
ラ
イ
ブ
と
は	
4

　
句
会
ラ
イ
ブ
の
進
め
方	
6

第
3
回
東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　
黒
田 

杏
子 

選
　［ 

入
選
十
五
句 

］	

10

　
夏
井 

い
つ
き 

選
　［ 

入
選
十
五
句 

］	

12

　
選
外
作
品
五
十
句	

14

東
北
お
遍
路
巡
礼
地
を
旅
し
よ
う
【
福
島
編
】	

18

第
4
回
東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
総
評	

20

　
優
秀
賞
三
点	

21

　
佳
作
十
点	

22

コ
ン
テ
ス
ト
当
選
者
発
表	

25

ご
あ
い
さ
つ

　

本
日
は
、
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
の
「
夏
井
い
つ
き
句
会
ラ
イ
ブ 

in 

い
わ
き
」
に

お
越
し
く
だ
さ
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
震
災
か
ら
9
回
目
の
3
月
が
過
ぎ
、
福
島

県
民
が
待
ち
に
待
っ
た
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
も
全
線
開
通
い
た
し
ま
し
た
。
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
（
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
青
森
県
八
戸
市
）
に
、
千
年
先
ま

で
語
り
継
ぎ
た
い
震
災
の
物
語
を
集
め
、
慰
霊
と
鎮
魂
の
巡
礼
地
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
数
も
83
ヶ
所
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
春
に
、
私
た
ち
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
選
考
委
員
を
務
め
て
く
だ
さ
る
夏

井
い
つ
き
先
生
を
福
島
の
地
に
お
迎
え
し
、
先
生
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
さ
れ
て
い
る
「
句
会
ラ
イ

ブ
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
私
ど
も
が
主
催
し
ま
す
第
3
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

と
第
4
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
集
も
併
せ
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。
毎
回
お
寄
せ
頂
く
作

品
に
は
「
被
災
地
の
今
」
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
皆
様
の
暖
か
な
眼
差
し
や
祈

り
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
心
を
熱
く
し
ま
す
。

　

東
北
は
幾
度
も
津
波
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
災
害
を
経
て
あ
ら
た
め
て
思
う

こ
と
は
、「
語
り
継
ぐ
こ
と
が
最
大
の
防
災
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
被
災
地
で
は
す
で
に

震
災
の
風
化
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
巡
礼
地
を
巡
る
お
供
に
俳
句
や
写
真
が
あ
れ
ば
、

な
お
記
憶
を
紡
ぐ
旅
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
ご
一
緒
に
東
北
お
遍
路
巡

礼
地
を
発
掘
し
、
発
信
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
給
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
新
妻
香
織
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夏
井
い
つ
き

　
句
会
ラ
イ
ブ
へ
よ
う
こ
そ
！

句
会
ラ
イ
ブ
と
は
？

　

句
会
ラ
イ
ブ
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
む
た

め
の
新
し
い
句
会
の
形
で
す
。

　

俳
句
な
ん
て
絶
対
作
れ
な
い
と
信
じ
て
い
る
人
で
も
、「
取

り
合
わ
せ
」
と
い
う
技
を
一
つ
覚
え
れ
ば
、
5
分
で
一
句
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
俳
句
が
そ
の
場
で
評
価
さ
れ
、
皆
で
議
論
し
て
グ

ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
面
白
さ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
句
会
の
楽
し
さ
、
表
現

す
る
喜
び
等
々
、
様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

撮影：Sakura Goto

夏井いつき氏

Profile
昭和32年生れ。松山市在住。
8年間の中学校国語教諭の後、俳人へ転身。「第8回俳壇賞」受賞。俳
句集団「いつき組」組長。創作活動に加え、俳句の授業〈句会ライブ〉、
「俳句甲子園」の創設にも携わるなど幅広く活動中。TBS系「プレバ
ト!!」俳句コーナー出演などテレビラジオでも活躍。松山市公式俳句
サイト「俳句ポスト365」、朝日新聞愛媛俳壇、愛媛新聞日曜版小中
学生俳句欄、各選者。
2015年より初代俳都松山大使。
『句集　伊月集　龍（朝日出版社）』、『伊月集　梟（マルコボ．コム）』、
『「月」の歳時記（世界文化社）』、『季語道場（ＮＨＫ出版）』、『おウ
チde俳句（朝日出版社）』、など著書多数。
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句
会
ラ
イ
ブ
は
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

初
心
者
か
ら
楽
し
ん
で
頂
け
る
内
容
で
す
の
で
、
事
前
指
導
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

❶ 
俳
句
に
親
し
む
（
実
作
か
ら
批
評
ま
で
）。

❷ �

俳
句
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
場
（
座
）
の
楽

し
さ
を
体
験
す
る
。

❸ �

季
語
を
知
る
こ
と
で
、
自
然
を
見
つ
め
直
す
目
が
養
わ
れ
、
季

語
を
五
感
で
体
感
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

特
に
❷
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
自
由
な
解
釈
を
元
に
議
論
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
内
側
に
あ
る
言
葉
や
経
験
を
元
に
、

俳
句
を
鑑
賞
し
て
い
き
ま
す
。 

何
も
な
い
状
態
で
自
分
の
こ
と
を
語
る

事
は
難
し
い
で
す
が
、
俳
句
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
俳
句
を
通

じ
て
自
分
の
体
験
や
内
側
に
あ
る
も
の
を
引
き
だ
し
、
生
き
生
き
と
語

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●�  

俳
句
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
、

	

作
句
方
法
「
取
り
合
わ
せ
」
の
型
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。

●�  

5
分
で
一
句
の
作
句
に
挑
戦
す
る
。

●�  

投
句
回
収
。

	

会
場
係
が
皆
様
の
俳
句
を
回
収
に
回
り
ま
す
。

《 

休
憩 

》

●�  

休
憩
中
に
夏
井
先
生
が
全
作
品
に
目
を
通
し
、

	

予
選
通
過
を
5
句
～
10
句
程
度
に
し
ぼ
り
ま
す
。

●�  

本
日
の
秀
句
を
大
型
短
冊
に
清
書
し
、
発
表
。

●�  

会
場
の
議
論
、
挙
手
や
拍
手
に
よ
る
多
数
決
で
、

	

当
日
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
。

✽ 
句
会
ラ
イ
ブ
の
意
義

✽ 

句
会
ラ
イ
ブ
の
流
れ

前 

半
後 

半
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夏井 いつき 氏
俳人

「いつき組」組長

黒田 杏子 氏
俳人

「藍
あ お い

生」主宰

東北お遍路俳句コンテスト選考委員

俳句

第
三
回 

東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト 
作
品
集

　
黒
田
杏
子
氏
と
夏
井
い
つ
き
氏
（
師
弟
コ
ン

ビ
で
す
）
に
ご
協
力
を
頂
い
て
開
催
し
て
い
る

東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、
今
回

で
第
3
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
北
の
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
、
63
ヶ
所
（
現
在
は

83
ヶ
所
）
の
慰
霊
と
鎮
魂
の
巡
礼
地
を
設
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
も
巡
礼
地
や
震
災
に
ま

つ
わ
る
俳
句
を
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

に
沁
み
入
る
力
作
が
揃
い
ま
し
た
。
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
三
回

黒
田 

杏
子 

氏  

選
評

天地

汗
を
か
く
お
地
蔵
様
を
拭
う
路

そ
れ
ぞ
れ
の
三
千
日
や
萩
の
寺

な
ん
と
や
さ
し
い
方
で
し
ょ
う
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ら
で
は
の
作
品
と
お
も
い
、
感
動
し
て
い
ま
す
。
炎
天
の

道
を
ゆ
く
人
と
、
道
に
佇
つ
お
地
蔵
様
と
の
ま
た
と
な
い
出
合
い
。
そ
こ
は
お
地
蔵
様
の
汗
を
拭
っ
て
さ
し
上

げ
る
路
で
あ
っ
た
と
。
凄
い
句
。

一
日
は
平
等
に
ど
の
人
の
上
に
も
流
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
あ
の
日
か
ら
何
と
三
千
日
。
い
ろ
い
ろ
な
想
い
が
胸

に
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。
た
ま
た
ま
作
者
の
立
ち
寄
ら
れ
た
お
寺
は
萩
の
花
の
ま
っ
さ
か
り
。
あ
の
日
か
ら
と

い
う
想
い
を
上
手
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

廣
瀬 

昭
美
（
山
梨
市 

43
歳
）

藤
岡 

値
衣
（
徳
島
市 

59
歳
）

入
選

命
奪
ひ
い
の
ち
育
て
て
海
霧
の
海	

小
笠
原 

聖
子
（
青
森
県
八
戸
市 

79
歳
）

八
月
を
歩
き
続
け
て
炎
ゆ
る
足	

朗
善 

千
津
（
山
梨
県
山
中
湖
村 

59
歳
）

長
旅
の
果
て
に
松
あ
り
神
渡
し	

篠
木 

翔
（
福
島
県
立
磐
城
高
等
学
校
）

被
災
地
の
闇
被
災
地
の
蛍
か
な	

曾
根 

新
五
郎
（
東
京
都
新
島
村 

64
歳
）

あ
の
日
こ
こ
は
遺
体
安
置
所
夜
の
プ
ー
ル	

猪
狩 

行
々
子
（
福
島
県
い
わ
き
市 

69
歳
）

日
盛
り
に
た
だ
ひ
と
り
立
ち
祈
る
人	

豊
島 

喜
美
子
（
岩
手
県
宮
古
市 

63
歳
）

新
妻
の
観
音
巡
り
花
の
寺	

岡
田 

良
子
（
会
津
若
松
市 

87
歳
）

欲
も
な
く
苦
も
な
し
我
は
冬
の
山	

吉
田 

快
斗
（
福
島
県
立
磐
城
高
等
学
校
）

誰
そ
れ
の
哀
し
み
深
く
班
雪	

岩
渕 

真
知
子
（
北
海
道
函
館
市 

66
歳
）

村
跡
も
瓦
礫
の
あ
と
も
遍
路
道	

竹
内 

生
子
（
愛
媛
県
松
山
市 

68
歳
）

人

さ
り
げ
な
い
句
。
作
者
の
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
と
、
雄
島
の
仏
に
も
と
い
う
実
に
静
か

な
空
間
の
切
り
取
り
方
。
こ
の
作
者
は
連
達
の
人
な
の
で
す
。
初
心
者
に
は
と
て
も
詠
め
な
い
、
静
か
に
深

い
句
。
心
に
沁
み
る
作
品
。

青
や
ま
せ
と
い
う
季
語
に
対
し
て
、
死
者
に
歌
、
生
者
に
も
歌
と
付
け
ら
れ
た
作
者
の
腕
前
に
感
服
し
ま

し
た
。
こ
の
句
も
、
こ
の
俳
句
大
会
の
収
穫
で
す
ね
。
年
々
す
ぐ
れ
た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
、
選
者
と
し
て

ま
た
と
な
い
勉
強
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
句
は
す
で
に
沢
山
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
句
の
真
実
は
作
者
だ
け
の
も
の
。
俳
句
と
い
う
一
行
十
七
音
字
の
ミ
ニ
マ
ム
な
詩
形
。
そ
こ
に
長
編
小

説
も
及
ば
な
い
マ
キ
シ
マ
ム
な
世
界
が
…
。

木
の
実
落
つ
ひ
と
つ
雄
島
の
仏
に
も

死
者
に
歌
生
者
に
も
歌
青
や
ま
せ

前
日
の
三
月
十
日
土
筆
摘
む

小
久
保 

顕
（
宮
城
県
仙
台
市 

82
歳
）

徳
重 
三
重
（
大
阪
府
河
内
長
野
市 

77
歳
）

松
下 

洋
介
（
大
阪
府
和
泉
市 
75
歳
）
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
三
回

夏
井 

い
つ
き 

氏  

選
評

天地

枯
枝
は
鉛
の
棘
や
夏
怒
涛

新
し
き
ト
ン
ネ
ル
を
出
づ
釜
石
残
暑

津
波
に
よ
る
「
枯
枝
」
か
と
は
思
う
が
、
塩
害
や
病
害
と
読
む
人
が
あ
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
中
七
「
鉛
の
棘
」

と
い
う
比
喩
に
よ
っ
て
色
や
形
状
や
質
感
が
見
事
に
映
像
化
さ
れ
、
下
五
「
夏
怒
涛
」
の
激
し
い
飛
沫
と
強
い

潮
の
香
が
迫
力
も
っ
て
立
ち
上
が
る
。

「
新
し
き
ト
ン
ネ
ル
」
を
単
な
る
開
通
だ
と
読
み
始
め
た
脳
を
、下
五
「
釜
石
残
暑
」
が
ガ
ツ
ン
と
揺
さ
ぶ
る
。

地
名
と
季
語
の
合
体
が
、
そ
の
意
味
と
歳
月
の
重
さ
を
読
者
に
思
い
知
ら
せ
る
。
最
後
の
字
余
り
は
、
ま

る
で
ハ
ン
マ
ー
で
殴
ら
れ
た
か
の
衝
撃
。

佐
野 

享
保
（
宮
城
県
大
崎
市 

71
歳
）

木
寺 

洋
子
（
東
京
都
世
田
谷
区 

64
歳
）

入
選

つ
ば
め
く
る
宮
城
に
ふ
た
つ
日
和
山	

阿
部 

堅
市
（
宮
城
県
仙
台
市 

75
歳
）

津
波
禍
の
黒
板
の
錆
八
月
尽	

阿
部 

ゆ
き
子
（
岩
手
県
盛
岡
市 

67
歳
）

八
月
を
歩
き
続
け
て
炎
ゆ
る
足	

朗
善 

千
津
（
山
梨
県
山
中
湖
村 

59
歳
）

海
へ
傾
ぐ
夜
の
向
日
葵
の
墓
標
か
な	

増
田 

信
雄
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

81
歳
）

稲
妻
や
礼
拝
堂
の
如
き
駅	

渡
部 

桜
桃
（
愛
媛
県
松
前
町 

20
歳
）

線
量
計
さ
げ
ひ
よ
こ
組
に
入
学
す	

古
市 

文
子
（
福
島
県
い
わ
き
市 

77
歳
）

秋
の
虹
こ
こ
に
か
け
む
と
龍
の
松	

藤
岡 

値
衣
（
徳
島
県
徳
島
市 

59
歳
）

東
北
の
芋
虫
訳
も
な
く
太
る	

梅
田 

昌
孝
（
愛
知
県
名
古
屋
市 

66
歳
）

灯
台
や
鉄
錆
を
踏
む
秋
の
暮	

松
野 

未
悠
（
福
島
県
立
磐
城
高
等
学
校
）

境
内
に
ズ
イ
ガ
ン
ジ
ー
と
蝉
の
鳴
く	

佐
藤 

香
澄
（
新
潟
県
燕
市 

69
歳
）

人

東
北
遍
路
を
歩
い
て
い
く
と
、
あ
ち
ら
こ
ら
ち
に
「
避
難
丘
」
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。「
古
墳
の
ご
と
き
」

は
そ
れ
ら
の
様
態
で
あ
り
つ
つ
、
作
者
の
心
持
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
季
語
「
雁
渡
し
」
の
向
こ
う
に
、
は

ろ
ば
ろ
と
し
た
祈
り
の
空
が
広
が
る
。

「
線
量
計
か
ざ
す
故
郷
」
を
や
る
せ
な
い
思
い
で
詠
ん
だ
句
に
は
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、「
無
季
の
街
」

と
言
い
切
る
作
者
の
思
い
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
や
が
て
萌
え
出
る
植
物
の
一
つ
一
つ
か
ら
季
節
は
再
生

す
る
。
と
も
に
そ
の
日
を
待
ち
た
い
。

東
北
お
遍
路
を
歩
く
途
上
に
遭
遇
し
た
「
Ｖ
字
谷
」
だ
ろ
う
か
。
地
震
や
津
波
の
跡
地
を
詠
ん
だ
多
く
の

句
の
中
に
、
春
を
待
つ
小
さ
な
太
陽
を
見
つ
け
た
よ
う
な
心
持
に
な
っ
た
。
滅
び
る
無
常
も
あ
れ
ば
、
生

ま
れ
出
る
無
常
も
あ
る
。
そ
ん
な
希
望
の
一
句
だ
。

雁
渡
し
古
墳
の
ご
と
き
避
難
丘

線
量
計
か
ざ
す
故
郷
は
無
季
の
街

春
の
う
ま
れ
て
く
る
よ
う
な
Ｖ
字
谷

池
添 

怜
子
（
宮
城
県
仙
台
市 

81
歳
）

松
岡 
啓
子
（
千
葉
県
我
孫
子
市 

62
歳
）

吉
田 

快
斗
（
福
島
県
立
磐
城
高
等
学
校
）
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
三
回

希
望
の
碑
を
な
ぞ
る
指
先
涼
新
た	

村
田 

加
寿
子	

（
青
森
県
八
戸
市 

68
歳
）

三
・
一
一
を
八
年
過
ぎ
て
な
ほ
寒
し	

鈴
木 

梨
花	

（
青
森
県
八
戸
市 

78
歳
）

蕪
島
で
異
国
の
人
に
降
る
小
雪	

小
松 

紀
子	

（
秋
田
県
大
仙
市 

68
歳
）

春
の
海
波
間
波
間
に
花
束
が	

及
川 

貞
志	

（
岩
手
県
遠
野
市 

93
歳
）

み
ち
の
く
の
友
よ
喜
べ
白
鳥
来	

菊
地 

十
音	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

84
歳
）

連
凧
の
海
へ
流
れ
て
父
よ
娘
よ	

畑 

育
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

66
歳
）

海
原
を
眼
裏
に
お
き
曼
殊
沙
華	

木
村 

燿
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

85
歳
）

サ
ル
ビ
ア
や
未
来
へ
継
が
む
幼
き
字	

吉
川 

香
廉	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

42
歳
）

一
枚
は
ひ
と
り
慰
霊
の
名
札
灼
け	

二
階
堂 

光
江	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

65
歳
）

語
り
継
ぐ
お
に
ぎ
り
の
味
二
十
日
盆	

佐
藤 

雅
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

75
歳
）

碑
の
最
後
は
「
生
き
ろ
」
盆
の
波	

大
信
田 

宏
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

71
歳
）

仮
設
よ
り
仮
設
を
訪
ぬ
蝉
し
ぐ
れ	

鈴
木 

睦
子	

（
岩
手
県
盛
岡
市 

84
歳
）

死
す
ま
で
は
生
き
ろ
僧
説
く
彼
岸
花	

武
田 

本
子	

（
山
形
県
東
根
市 

83
歳
）

校
庭
に
い
の
ち
の
石
碑
卒
業
す	

今
野 

紀
美
子	

（
宮
城
県
塩
釜
市 

79
歳
）

翁
忌
の
落
葉
の
数
や
瑞
巌
寺	

及
川 

源
作	

（
宮
城
県
塩
釜
市 

78
歳
）

被
災
地
の
子
ら
と
語
ら
ふ
キ
ャ
ン
プ
場	

佐
藤 

悦
子	

（
宮
城
県
塩
釜
市 

64
歳
）

北
は
八
戸
西
は
松
山
遍
路
道	

高
村 

龍
彦	

（
宮
城
県
大
和
町 

67
歳
）

時
計
止
ま
る
も
あ
の
日
生
ま
れ
し
孫
8
つ	

南
部 

努	

（
宮
城
県
仙
台
市 

68
歳
）

五
輪
呼
び
復
興
滞
る
奥
の
浜	

浦
井 

雄
治	

（
宮
城
県
仙
台
市
）

一
本
松
は
寂
し
き
木
な
り
赤
蜻
蛉	

佐
藤 

広
和	

（
宮
城
県
仙
台
市 

58
歳
）

学
童
の
笑
ひ
は
い
ず
こ
秋
八
年	
佐
藤 

妙
子	

（
宮
城
県
仙
台
市 

78
歳
）

何
語
る
大
川
小
に
蝉
時
雨	
八
木 

充
幸	

（
宮
城
県
仙
台
市
）

天
高
く
昇
れ
よ
青
い
鯉
の
ぼ
り	

海
老
沢 

法
導	

（
宮
城
県
仙
台
市 

70
歳
）

枯
木
星
飛
び
立
つ
未
来
想
い
乗
せ	

柴
田 
か
な	

（
宮
城
県
仙
台
市 

48
歳
）

福
島
に
戻
る
日
願
い
桃
を
買
い	

高
橋 

さ
と
か	

（
宮
城
県
仙
台
市
）

フ
ク
シ
マ
を
映
し
耀
ふ
植
田
か
な	

林 

美
佐
子	
（
宮
城
県
仙
台
市 

80
歳
）

三
月
や
命
日
そ
ろ
ふ
リ
ア
ス
の
地	

安
達 

秀
雄	

（
宮
城
県
仙
台
市 

78
歳
）

永
久
に
つ
づ
く
大
川
小
の
春
休
み	

齋
藤 

伸
光	

（
宮
城
県
仙
台
市 

73
歳
）

ア
ー
チ
橋
日
傘
差
し
掛
け
ら
れ
渡
る	

高
橋 

幸
子	

（
宮
城
県
仙
台
市 

86
歳
）

震
災
の
浜
辺
に
今
日
も
松
植
え
る	

大
橋 

信
彦	

（
宮
城
県
名
取
市 
75
歳
）

風
花
が
舞
う
ふ
る
さ
と
は
と
う
に
無
し	

村
上 

美
保
子	

（
福
島
県
新
地
町
）

せ
り
鍋
の
湯
気
家
族
み
な
集
ま
る
日	

杉
本 

田
鶴
子	

（
福
島
県
相
馬
市 

67
歳
）

ふ
る
へ
つ
つ
産
ま
る
る
初
日
甲
板
に	

麻
倉 

遥	

（
福
島
県
福
島
市 

37
歳
）

復
興
の
村
の
盆
市
灯
を
と
も
す	

齋
藤 

美
保
女	

（
福
島
県
郡
山
市 

64
歳
）

勿
来
関
越
え
み
ち
の
く
の
曼
殊
沙
華	

森
高 

武	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

71
歳
）

寝
殿
の
雨
垂
れ
こ
ぼ
る
音
は
冬	

石
井 

基
予
子	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

74
歳
）

遠
浅
の
浜
辺
に
リ
ボ
ン
涅
槃
西
風	

佐
藤 

や
す
こ	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

71
歳
）

原
発
の
無
き
世
を
希
ひ
初
茜	

さ
い
と
う
み
の
る	（
福
島
県
い
わ
き
市 

88
歳
）

海
へ
十
歩
出
て
聞
く
磯
の
秋
の
風	

平
井 

改
子	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

85
歳
）

磯
の
香
の
満
つ
る
校
舎
の
消
ゆ
る
春　
　

	

伊
藤 

弘
子	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

72
歳
）

福
島
を
忘
れ
さ
せ
る
な
聖
五
月	

中
田 

昇	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

70
歳
）

八
月
の
大
潮
に
立
つ
黙
し
停
つ	

鈴
木 

光
子	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

71
歳
）

今
更
の
年
月
な
が
し
花
行
脚	

西
山 

逢
美	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

84
歳
）

灯
台
に
呼
ば
れ
初
蝶
照
り
ま
と
ふ	

飯
高 

き
み	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

90
歳
）

廃
校
と
な
り
し
豊
間
の
春
休
み	

中
村 

正
弘	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

75
歳
）

啓
蟄
や
ア
ク
ア
マ
リ
ン
へ
稚
児
の
列	

舘 

柳
歩	

（
福
島
県
い
わ
き
市 

78
歳
）

静
穏
の
遍
路
足
元
大
西
日	

関
口 

芳	

（
栃
木
県
日
光
市
男 

60
歳
）

森
羅
万
象
藻
屑
と
な
り
ぬ
晩
翠
忌 	

石
橋 

い
ろ
り	

（
東
京
都
小
平
市 

60
歳
）

お
ん
こ
の
実
聖
火
リ
レ
ー
の
出
発
地	

明 

維
久
里	

（
東
京
都
練
馬
区 

56
歳
）

未
来
か
ら
の
風
吸
い
青
い
鯉
幟	

高
橋 

富
久
江	

（
千
葉
県
君
津
市 

77
歳
）

眺
め
る
だ
け
の
海
と
な
り
ち
ろ
ろ
鳴
く	

羽
矢 

眞
人	

（
千
葉
県
富
津
市 

75
歳
）

瓦
礫
這
う
陸
前
高
田
冬
の
浜	

大
西 

隆
栄	

（
和
歌
山
県
和
歌
山
市 

78
歳
）

遍
路
宿
こ
け
し
は
い
つ
も
目
を
細
め	

合
田 

マ
サ
ル	

（
大
阪
府
堺
市 

80
歳
）

遍
路
杖
を
頼
り
に
辿
る
道
は
る
か	

井
上 

昌
子	

（
大
阪
府
堺
市 

79
歳
）

色
鳥
な
り
色
失
せ
し
廃
炉
の
空	

松
廣 

李
子	

（
大
分
県
大
分
市 

65
歳
）

選
外
作
品
五
十
五
句
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福
島
県
内
の
東
北
お
遍
路
巡
礼
地
。

■
新
地
町

①
龍
昌
寺

▼
新
地
町
谷
地
小
屋
潤
崎
27

龍
昌
寺
は
、
被
災
墓
地
の
墓
石
を
す
べ

て
探
し
出
し
、
同
時
に
遺
骨
も
収
集
し

て
納
骨
し
、
そ
の
上
に
観
音
様
を
建
立

し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
し
た
。

②
安
波
津
野
神
社

▼
新
地
町
谷
地
小
屋
字
釣
師

豊
漁
と
海
上
安
全
を
祈
る
神
社
。
被
災

し
、
平
成
28
年
に
す
ぐ
そ
ば
に
移
築
さ

れ
た
。五
年
に
一
度
例
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

③
大
戸
浜
観
音
堂

▼
新
地
町
大
戸
浜
浜
北

1
0
0
人
近
い
人
が
こ
こ
ま
で
逃
れ

た
。
津
波
は
観
音
堂
に
続
く
急
坂
を
駆

け
上
が
っ
た
が
、
お
堂
は
流
出
し
な

か
っ
た
。

■
相
馬
市

④
津
神
社

▼
相
馬
市
原
釜
字
大
津
2
3
9

貞
観
津
波
や
慶
長
津
波
の
際
、
津
波
が

神
社
す
ぐ
近
く
ま
で
迫
り
な
が
ら
も
被

害
を
免
れ
た
伝
承
あ
り
。
今
回
も
こ
こ

に
避
難
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
が
無
事

だ
っ
た
。

⑤
松
川
浦

▼
相
馬
市
尾
浜
松
川
浦
公
園

多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
原
釜
・
磯
部
地

区
が
大
橋
よ
り
望
め
る
。
松
川
浦
と
太

平
洋
と
を
仕
切
る
砂
州
が
鵜
ノ
尾
岬
の

と
こ
ろ
で
一
部
決
壊
し
た
が
、
大
津
波

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
砦
に
な
っ
た
。

再
建
の
た
め
の
募
金
活
動
も
始
ま
っ
た
。

⑪
相
馬
小
高
神
社

▼
南
相
馬
市
小
高
区
小
高
城
下
1
7
3

地
域
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
伝
統
行
事

相
馬
野
馬
追
の
た
め
に
飼
わ
れ
て
い
た

多
く
の
馬
も
津
波
で
亡
く
な
っ
た
。
震

災
の
翌
年
、
ま
だ
警
戒
区
域
の
内
だ
っ

た
が
、
神
事
「
野
馬
懸
」
を
再
開
、
復
興

を
誓
っ
た
。

⑫
日
鷲
（
ひ
わ
し
）
神
社

▼
南
相
馬
市
小
高
区
女
場
明
地
1
5
9

震
災
時
、
神
社
で
波
が
2
つ
に
割
れ
、

被
災
は
免
れ
た
。
第
1
原
発
か
ら
15
㎞

に
位
置
し
、
宮
司
は
ご
神
体
を
守
り
な

が
ら
氏
子
や
地
域
の
人
々
を
支
え
、
帰

還
を
促
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
。

■
浪
江
町

⑬
大
聖
寺

▼
浪
江
町
大
字
北
幾
世
橋
北
原
６

H
29
年
4
月
、
か
つ
て
浪
江
町
の
4
割

の
人
口
が
住
ん
で
い
た
東
部
地
区
だ
け

が
避
難
解
除
に
な
っ
た
。
氏
子
の
皆
さ

ん
ら
は
町
に
心
を
つ
な
ぎ
と
め
る
絆
で

あ
り
、人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ

て
い
る
こ
の
寺
を
誇
り
に
し
て
い
る
。

⑭
請
戸（
う
け
ど
）小
学
校
と
大
平
山
霊
園

▼
浪
江
町
請
戸
持
平
56

請
戸
小
は
海
岸
か
ら
5
0
0
m
、
津
波

は
一
階
の
天
井
ま
で
到
達
し
た
。
教
職

員
と
77
人
の
子
ど
も
は
約
2
㎞
先
の
大

平
山
を
目
指
し
逃
げ
、
そ
の
後
国
道
を

通
り
か
か
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
ら
れ

町
に
逃
げ
た
。
大
平
山
の
一
部
に
町
営

の
墓
地
が
造
ら
れ
た
。
第
一
原
発
か
ら

約
６
㎞
。

「
津
波
防
災
対
策
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」

か
ら
津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
前
原
・

山
田
浜
地
区
が
一
望
で
き
る
。
慰
霊
碑

や
展
示
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
シ
ェ
ル

タ
ー
、
展
望
デ
ッ
キ
が
建
て
ら
れ
た
。

⑳
J
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

▼
楢
葉
町
山
田
岡
美
シ
森
8

原
発
事
故
の
作
業
員
ら
は
こ
こ
を
拠
点

に
出
動
し
て
行
っ
た
。
2
0
1
6
年
12

月
に
原
発
事
故
対
応
拠
点
を
終
了
。
よ

う
や
く
ピ
ッ
チ
に
芝
生
が
植
え
ら
れ
、

2
0
1
9
年
4
月
に
全
面
オ
ー
プ
ン
。

■
広
野
町

㉑
修
行
院

▼
広
野
町
下
浅
見
川
桜
田
1
3
7

原
発
の
警
戒
区
域
解
除
後
、
被
災
し
た

寺
を
住
職
が
一
人
で
片
付
け
を
始
め

た
。
い
わ
き
市
の
大
学
生
ら
が
再
建
を

支
援
し
よ
う
と
ブ
ロ
グ
開
設
な
ど
を
手

伝
っ
た
。

■
い
わ
き
市

㉒
稲
荷
神
社

▼
い
わ
き
市
久
之
浜
町
東
町

明
治
の
大
火
に
も
耐
え
た
社
は
、
今
回

の
震
災
で
も
周
囲
が
津
波
と
火
災
で
壊

滅
し
た
が
、
奇
跡
的
に
残
っ
た
。
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

㉓
道
山
林

▼
い
わ
き
市
平
下
高
久
新
舞
子

新
舞
子
海
岸
に
あ
る
江
戸
時
代
に
作
ら

れ
た
防
災
緑
地
。
海
岸
線
に
10
キ
ロ
に

わ
た
っ
て
松
林
が
続
き
、
背
後
は
津
波

の
被
害
が
軽
減
さ
れ
、
浸
水
程
度
に
終

わ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
知
恵
が
住
民
を

救
っ
た
。

⑥
長
命
寺

▼
相
馬
市
岩
子
字
大
迫
2
8
7

大
き
な
被
害
が
出
た
岩
子
地
区
だ
が
、

集
落
の
背
後
に
断
崖
が
連
な
り
、
住
民

は
こ
の
高
台
で
集
落
が
水
没
し
て
い
く

様
子
を
見
て
い
た
。
断
崖
の
上
に
あ
る

長
命
寺
で
人
々
は
不
安
な
夜
を
過
ご
し

た
。

⑦
稲
荷
神
社
（
寄
木
神
社
）

▼
相
馬
市
磯
部
字
大
浜

町
が
壊
滅
し
た
磯
部
地
区
に
あ
る
。「
津

波
が
き
た
ら
お
明
神
様
に
逃
げ
ろ
!
」

の
言
い
伝
え
通
り
、
町
を
破
壊
し
尽
く

し
た
津
波
は
参
道
だ
け
を
か
す
め
た
。

■
南
相
馬
市

⑧
山
田
神
社

▼
南
相
馬
市
鹿
島
区
北
海
老
字
磯
ノ
上

明
治
か
ら
昭
和
の
干
拓
事
業
の
鎮
守
と

し
て
祀
ら
れ
た
が
、
干
拓
地
は
水
没
、
氏

子
47
人
の
命
も
奪
わ
れ
た
。
全
国
か
ら

の
支
援
で
新
社
殿
が
平
成
28
年
に
完
成
。

⑨
御
刀（
み
と
）神
社

▼
南
相
馬
市
鹿
島
区
北
右
田
字
剱
宮
1
1
2

延
喜
式
内
社
を
千
年
に
わ
た
り
守
っ
て

き
た
北
右
田
集
落
60
戸
が
津
波
で
壊
滅

的
被
害
を
受
け
、
集
落
が
解
散
。
神
社

の
狛
犬
は
津
波
に
乗
っ
て
隣
の
家
の
座

敷
に
鎮
座
し
て
い
た
。

⑩
北
萱
浜（
き
た
か
い
ば
ま
）神
社

▼
南
相
馬
市
原
町
区
北
萓
浜

北
萱
浜
地
区
95
世
帯
中
65
世
帯
が
全
壊

し
た
が
、
神
社
は
ほ
ぼ
そ
の
形
を
と
ど

め
た
。
神
社
を
後
世
に
つ
な
ぎ
た
い
と

■
大
熊
町

⑮
福
島
第
一
原
子
力
発
電

▼
大
熊
町
大
字
夫
沢
字
北
原
22

津
波
に
よ
る
電
源
喪
失
で
原
子
炉
の
冷

却
が
で
き
ず
、
3
度
の
爆
発
を
繰
返
し

た
。
日
本
中
、
世
界
中
に
恐
怖
と
深
い

悲
し
み
を
残
し
た
「
フ
ク
イ
チ
」
の
事

故
を
、「
福
島
の
問
題
」
と
し
て
葬
り

去
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願
う
。

⑯
熊
川
海
水
浴
場

▼
大
熊
町
大
字
熊
川
字
球
磨
川

福
島
原
発
か
ら
3
㎞
。
町
民
が
愛
し
た

熊
川
河
口
の
海
水
浴
場
に
再
び
立
つ
日

が
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

■
富
岡
町

⑰�

津
波
被
災
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
（
双

葉
31
号
車
）

▼�

富
岡
町
中
央
2
丁
目 

岡
内
東
児
童

公
園
内

沿
岸
住
民
の
避
難
誘
導
で
警
察
官
2
名

が
殉
職
。
そ
の
後
パ
ト
カ
ー
は
発
見
さ

れ
た
が
、
1
名
の
遺
体
は
ま
だ
見
つ
か

ら
な
い
。
彼
ら
の
遺
徳
を
伝
え
る
た
め

公
園
内
に
展
示
。

⑱
夜
ノ
森
駅
と
桜
並
木

▼
富
岡
町
字
夜
の
森
北
一
丁
目

町
の
誇
り
夜
ノ
森
公
園
の
桜
並
木
と
夜

ノ
森
駅
の
ツ
ツ
ジ
。
除
染
が
進
み
桜
並

木
の
一
部
は
桜
祭
り
に
開
放
さ
れ
た
。

夜
ノ
森
駅
の
見
事
な
ツ
ツ
ジ
は
除
染
で

全
部
刈
り
込
ま
れ
、
復
活
を
町
民
は

祈
っ
て
い
る
。

■
楢
葉
町

⑲
天
神
岬
公
園

▼
楢
葉
町
大
字
北
田
字
上
ノ
山
27
ー
29

㉔
塩
屋
埼
灯
台
と
薄
磯
・
豊
間
海
水
浴
場

▼
い
わ
き
市
平
薄
磯
宿
崎
33

美
空
ひ
ば
り
の
歌
で
有
名
な
灯
台
だ
が
、

震
災
で
壊
れ
明
か
り
が
消
え
た
。
復
興

の
灯
を
灯
そ
う
と
市
民
の
懸
命
の
努
力

で
再
開
。
灯
台
を
は
さ
ん
だ
薄
磯
・
豊

間
海
水
浴
場
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。

㉕
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク

▼
い
わ
き
市
小
名
浜
字
辰
巳
町

水
族
館
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
は
地

上
1
階
全
体
が
浸
水
し
9
割
の
海
洋
生

物
が
死
滅
。
全
国
の
水
族
館
が
残
っ
た

生
き
も
の
を
守
り
里
帰
り
さ
せ
た
。
福

島
の
復
興
を
願
い
、
4
ヶ
月
後
に
は
営

業
を
再
開
。

㉖
勿
来
の
記
憶
の
広
場

▼
い
わ
き
市
岩
間
地
区
の
防
災
緑
地

記
憶
の
広
場
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋

め
ら
れ
、
被
災
地
3
地
区
の
家
族
や
関

係
者
70
名
ほ
ど
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ

た
。
こ
れ
は
20
年
後
に
子
孫
に
手
渡
さ

れ
、
津
波
の
記
憶
を
繋
い
で
い
く
。

巡
礼
地
の
標
柱
を

ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

現
在
、
東
北
お
遍
路
巡
礼
地
に
は

6
ヶ
所
の
標
柱
が
立
っ
て
い
ま

す
。
四
国
お
遍
路
は
巡
礼
者
や
地

域
の
方
々
が
「
印
石
」
の
施
主
に

な
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
東
北
お
遍

路
巡
礼
地
に
標
柱
を
寄
贈
く
だ
さ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●お問い合せ	 一般社団法人東北お遍路プロジェクト  仙台市太白区長町三丁目9-10（エフエムたいはく内）
	 ☎022-717-5805　E-mail info@touhoku-ohenro.jp
	 公式ウェブサイト　https://touhoku-ohenro.jp/　　

現
在
（
2
0
2
0
年
3
月
）、
東
北
お
遍
路
巡
礼
地
は
青
森
県
八
戸

市
か
ら
福
島
県
い
わ
き
市
に
83
ヶ
所
設
定
さ
れ
、
う
ち
福
島
県
内

に
は
26
ヶ
所
の
巡
礼
地
が
あ
り
ま
す
。
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、

車
で
、
徒
歩
で
、
巡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

訪
ね
て
み
よ
う
！ 
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世
は
「
イ
ン
ス
タ
」
流
行
り
で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
楽
に
写
真
を
撮
っ
て
公
に
ア
ッ
プ
す
る
時
代
。
被
災
地
で
撮
っ
た
「
普

段
の
顔
」
を
期
待
し
、
今
回
は
デ
ー
タ
で
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
し
か
し
期
待
は
大
き
く
外
れ
作
品
数
は
い
つ
も
の
半
分
。

そ
れ
で
も
写
真
に
添
え
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
合
わ
せ
読
む
と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
瞬
間
の
思
い
が
グ
グ
ッ
と
飛
込
ん
で
く
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
　
む
し
ろ
こ
れ
は
東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
が
目
指
す
方
向
か
、
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。

❖ 

青
柳 

健
二
〔 
写
真
家 

〕
	

�

　
今
回
か
ら
応
募
者
に
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
も
ら
っ
た
が
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
含
め
て
の
審
査
に
な
っ
た
。
全
体
を

見
た
第
一
印
象
は
、
祭
り
や
風
景
が
多
く
、
普
通
の
生
活
、
日
常
を
映
し
た
写
真
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

祭
り
の
写
真
は
絵
に
な
る
し
、
高
揚
感
は
人
々
の
復
興
へ
の
願
い
を
表
す
だ
ろ
う
。
し
か
し
日
常
生
活
の
写
真
は
、

大
き
な
ド
ラ
マ
は
な
く
て
も
、
細
や
か
な
視
線
に
撮
影
者
の
温
か
み
を
感
じ
る
。
そ
れ
を
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ

は
あ
る
。
良
い
方
に
解
釈
す
れ
ば
、「
日
常
」
が
本
当
の
「
日
常
」
に
近
づ
い
て
い
る
か
ら
写
真
に
撮
り
た
い
と

思
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
復
興
の
一
過
程
と
し
て
は
あ
り
な
の
か
な
と
は
思
う
。

❖ 

結
城 

登
美
雄
〔 

民
俗
研
究
家
／
東
北
お
遍
路
創
生
委
員 

〕
	

�

　
今
年
の
応
募
作
品
は
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
訴
え
る
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
9
年
の
年
月
が
経
ち
、
記
憶
が
薄
れ
風
化
し
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
被
災
地
現
場
に
は
大
切
な
人
を
失
っ
た
悲
し
み
と
喪
失
感
を
今
な
お
引
き
ず
り
、
ゆ
れ
る
人
々
が
た
く
さ

ん
お
り
、
様
々
な
思
い
が
そ
の
土
地
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
自
然
災
害
が
多
発
す
る
こ
の
国
に
生
き
る
人
間
と
し
て
、

被
災
地
現
場
に
足
を
運
び
、
そ
の
現
実
と
変
化
の
中
か
ら
受
け
と
め
た
も
の
を
写
真
に
切
り
と
り
、
思
い
の
た
け

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
加
え
て
、
た
く
さ
ん
発
信
し
訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

審査員総評 写真

小
檜
山 

裕
行
（
宮
城
県
角
田
市
）

『
八
度
目
の
元
日
の
朝
』

柏
館 

健
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
大
漁
旗
は
た
め
く
』

優
秀
賞

優
秀
賞

8
回
目
の
元
日
の
朝

を
迎
え
た
山
元
町
笠

野
海
岸
。
こ
の
光
景

に
、
震
災
直
後
に
撮

ら
れ
た
1
枚
の
報
道

写
真
が
脳
裏
を
か
す

め
た
。
そ
れ
は
毛
布

で
体
を
包
ん
で
立
ち

尽
く
す
被
災
者
の
姿

だ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も

強
烈
で
忘
れ
た
い
記

憶
だ
け
ど
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
山
元
町
／

2
0
1
9
年
1
月
1
日 

〕

浪
江
町
請
戸
漁
港
で

開
か
れ
る
新
年
の
行

事
、
出
初
め
式
。
漁

業
そ
の
も
の
の
復
活
は

ま
だ
ま
だ
途
上
に
あ

り
ま
す
が
、
町
の
復

興
も
少
し
ず
つ
前
進
し

て
い
ま
す
。
は
た
め
く

大
漁
旗
を
見
て
い
ま
す

と
希
望
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

〔
撮
影
・
福
島
県
浪
江
町 

／

2
0
1
9
年
1
月
2
日
〕
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自
分
の
家
も
慣
れ
親
し

ん
だ
地
域
の
景
色
も
す

べ
て
一
瞬
で
な
く
な
る
の

を
目
撃
し
た
場
所
、
古

谷
舘
八
幡
神
社
。
あ
の

年
の
春
に
も
咲
い
て
い
た

エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
が
今
年

も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地

域
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
気
仙
沼
市 

／

2
0
1
9
年
4
月
16
日
〕

庄
司 

喜
一（
宮
城
県
名
取
市
）

『
大
漁
旗
』

閖
上
ま
ち
び
ら
き
で
の
閖
上
漁
港
の

大
漁
旗
。
昔
の
姿
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
名
取
市
／
2
0
1
9
年
5
月

26
日
〕

佐
々
木 

均（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

『
祭
り
の
無
事
を
祈
る
』

門
林 

泰
志
郎

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
復
興
約
束
の
8
年
目
薄
磯
』

カ
マ
タ
ニ
ヒ
サ
ト

（
岩
手
県
普
代
村
）

『
春
の
机
浜
番
屋
群
』

庄
子 

源
六
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
わ
ら
し
慈
願
地
蔵
と

こ
い
の
ぼ
り
』

村
上 

淳
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

『
八
幡
様
の
春
』

優
秀
賞

南
三
陸
町
入
谷
ま
つ
り
の
朝
、
素
敵

な
里
山
で
す
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
南
三
陸
町
／
2
0
1
9
年
9

月
15
日
〕

未
だ
に
犠
牲
者
が
見
つ
か
ら
な
い
薄
磯

海
岸
で
の
供
養
祭
。
復
興
が
進
み
ま

し
た
が
、
あ
の
時
の
大
き
な
傷
は
癒
せ

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
豊
間
人
は
力
強

く
希
望
へ
進
ん
で
い
ま
す
。

〔
撮
影
・
福
島
県
い
わ
き
市
／
2
0
1
9
年
3

月
10
日
〕

復
旧
復
活
し
た
机
浜
の
番
屋
群
。
新

緑
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
「
こ

い
の
ぼ
り
や
フ
ラ
イ
キ
」
も
揚
げ
て

サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ど
「
番

屋
ま
つ
り
」
で
歓
迎
。

〔
撮
影
・
岩
手
県
田
野
畑
／
2
0
1
9
年
5
月

4
日
〕

わ
ら
し
（
こ
ど
も
）
を
愛
し
い
つ
く
し

む
慈
愛
に
満
ち
た
や
さ
し
い
顔
の
地
蔵

さ
ん
と
風
に
乗
っ
て
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

が
心
に
残
り
ま
し
た
の
で
、シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
ま
し
た
。
親
子
連
れ
を
あ
え

て
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
肖
像
権
が
あ

り
ま
す
の
で
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
東
松
島
市
／
2
0
1
8
年
4

月
22
日
〕

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

遠
藤 

清
作

（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
二
見
ケ
浦
の
オ
メ
ガ
サ
ン
』

東
日
本
大
震
災
で
夫
婦
岩
の
片
方
が

欠
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地
元

の
人
た
ち
は
、
お
坊
さ
ん
の
横
顔
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
「
坊
主
岩
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
美
し
い
朝
陽
は
、
福
島
の

復
興
を
成
し
遂
げ
る
大
き
な
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
撮
影
・
福
島
県
い
わ
き
市
／
2
0
1
6
年
1

月
28
日
〕



25 24

東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

作
品
集

第
四
回

東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
・
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
当
選
者
発
表

【 

最
優
秀
賞 

】

被
災
地
う
ま
い
も
の
1
万
円
分

●   

俳
句
の
部

　
松
下 

洋
介 

様

●   

写
真
の
部

　
該
当
者
な
し

【 

優
秀
賞 

】

被
災
地
う
ま
い
も
の
5
千
円
分

●   

俳
句
の
部

　
小
久
保 

顕 

様
／
小
笠
原
聖
子 

様

●   

写
真
の
部

　
小
檜
山 

裕
行 

様
／
柏
館 

健 

様
／
村
上 

淳 

様

【 

佳
作 

】

被
災
地
う
ま
い
も
の
2
千
円
分

●   

俳
句
の
部

　�

朗
善 

千
津 

様
／
篠
木 

翔 

様
／
吉
田 

快
斗 

様
／
菊
地 

十
音 

様

　
村
田 

加
寿
子 

様
／
猪
狩 

行
々
子
　
様
／
及
川 

貞
志 

様
／
豊
島 

喜
美
子 

様

　
佐
野 

享
保 

様
／
柴
田 

か
な 

様

●   

写
真
の
部

　
庄
司 

喜
一 

様
／
門
林 

泰
志
郎 

様
／
守
屋 

正
安 

様
／
庄
子 

源
六 

様

　
佐
々
木 

均 

様
／
カ
マ
タ
ニ
ヒ
サ
ト 

様
／
大
橋 

政
博 

様
／
遠
藤 

清
作 

様

　
庭
野 

陽
子 

様
／
藤
島 

純
七 

様

【
入
選
】

東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
第
1
巻
）

●   

俳
句
の
部

　
小
松 

紀
子 

様
／
畑 

育
子 

様
／
佐
藤 

雅
子 

様
／
鈴
木 

睦
子 

様

　
武
田 

本
子 

様
／
今
野 

紀
美
子 

様
／
及
川 

源
作 

様
／
佐
藤 

悦
子 

様

　
佐
藤 

妙
子 

様
／
高
橋 

さ
と
か 

様
／
高
橋 

幸
子 

様
／
麻
倉 

遥 

様

　
森
高 

武 

様
／
石
井 

基
予
子 

様
／
佐
藤 

や
す
こ 

様
／
さ
い
と
う
み
の
る 

様

　
平
井 

改
子 

様
／
伊
藤 

弘
子 

様
／
中
田 

昇 

様
／
鈴
木 

光
子 

様

　
西
山 

逢
美 

様
／
飯
高 

き
み 

様
／
中
村 

正
弘 

様
／
舘 

柳
歩 

様

　
関
口 

芳 

様
／
高
橋 

富
久
江 

様
／
羽
矢 

眞
人 

様
／
大
西 

隆
栄 

様

　
井
上 

昌
子 

様
／
松
廣
李
子
　
様

●   

写
真
の
部

　
佐
藤 

裕 

様
／
中
村 

輝
一
様
／
渡
邊 

興
次 

様
／
藤
原 

栄
一 

様

　
川
村 

裕
信 

様
／
山
本 

正
彦 

様
／
高
橋 

達
也 

様
／
横
山 

光
太
郎 

様

　
佐
藤 

広
和 

様
／
市
川 

清
一 

様
／
村
上 

美
保
子 

様

庭
野 

陽
子
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
マ
グ
ロ
水
揚
げ
』

大
橋 

政
博
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
大
杉
神
社
の
神
輿
渡
御
』

海
の
中
に
入
る
珍
し
い
神
輿
と
思
い

ま
し
た
。
多
く
の
漁
業
者
の
海
上

安
全
と
大
漁
な
ど
な
ど
を
祈
願
し

て
、
氏
子
た
ち
は
重
い
神
輿
を
水

中
で
担
ぎ
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

〔
撮
影
・
岩
手
県
山
田
町
／
2
0
1
9
年
9

月
16
日
〕

藤
島 

純
七
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
復
興
・鎮
魂
の
手
筒
花
火
』

い
わ
き
市
の
海
星
高
校
は
毎
年
ハ

ワ
イ
沖
で
海
洋
実
習
を
行
い
マ
グ

ロ
を
獲
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

小
名
浜
港
で
こ
の
マ
グ
ロ
の
水
揚

げ
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

〔
撮
影
・
福
島
県
い
わ
き
市
／
2
0
1
9

年
6
月
24
日
〕

2
0
1
1
年
よ
り
愛
知
県
の
職

員
の
方
が
地
元
の
名
物
で
あ
る
三

河
手
筒
花
火
を
披
露
し
て
い
ま

す
。
毎
年
炎
の「
か
が
り
火
祭
り
」

の
時
に
同
町
志
津
川
袖
浜
で
催
さ

れ
、
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
の

鎮
魂
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
南
三
陸
町
／
2
0
1
9

年
8
月
24
日
〕

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

佳

　
作

守
屋 

正
安
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
仙
台
港
へ
向
う

　
　
　
　
自
動
車
運
搬
船
』

8
年
前
の
大
津
波
で
広
大
な
松

並
木
の
景
観
が
失
わ
れ
た
。
辛

う
じ
て
残
っ
た
松
の
間
を
大
き

な
自
動
車
運
搬
船
が
通
過
す

る
。
自
転
車
道
も
整
備
さ
れ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
人
が

ひ
と
休
み
し
な
が
ら
、
沖
ゆ
く

船
を
眺
め
て
い
た
。

〔
撮
影
・
宮
城
県
仙
台
港
／
2
0
1
9

年
9
月
24
日
〕



http://toyo-system.co.jp/

緑ある豊かなスペースづくり

〒970-1152 いわき市好間町中好間字川原子24

代表取締役　木田　浩央
〒970-1152 いわき市好間町中好間字川原子24

TEL0246(36)3525
FAX0246(36)5510

三木造園株式会社三木造園株式会社
代表取締役　木田　浩央

緑ある豊かなスペースづくり

〒970-1152 いわき市好間町中好間字川原子24

代表取締役　木田　浩央
〒970-1152 いわき市好間町中好間字川原子24

TEL0246(36)3525
FAX0246(36)5510

三木造園株式会社三木造園株式会社
代表取締役　木田　浩央原寸

150％



■このイベントは以下の皆様のご協賛をいただき開催しております。
　公益信託うつくしま基金
　�東洋システム（株）、いわき短期大学、（株）タイヘイドライバースクール、（株）加地和組
　吉田造園、(有)小名浜造園、（株）マツザキガーデン、常磐開発（株）、（株）山一緑化土木
　三木造園（株）、（有）新樹園

会員募集中!
東北お遍路プロジェクトは、会員及び復興者の皆さまとともに東北の被災地で巡礼の道を育
んでいくプロジェクトです。この活動の趣旨にご賛同いただき、ともに活動を支えていただけ
る会員、ご寄付を募集しております。

●  一般会員（個人）	 入会金（入会時のみ）：10,000円／年会費：5,000円
●  賛助会員（個人）	 入会金なし 年会費：2,000円
●  法人会員（団体）	 入会金（入会時のみ）：20,000円／年会費：30,000円
●  ご寄付	 ご自由に、いくらでも結構です。（随時）

▶ 振込先：ゆうちょ銀行 02200-3-113028  一般社団法人東北お遍路プロジェクト

夏井いつき句会ライブ in いわき パンフレット／
第3回東北お遍路俳句コンテスト・第4回東北お遍路写真コンテスト作品集

初版発行：2020年3月18日
編集・発行：一般社団法人東北お遍路プロジェクト
仙台市太白区長町三丁目9－10(エフエムたいはく内)　☎022-717-5805
URL http://touhoku-ohenro.jp   E-mail info@touhoku-ohenro.jp
ⒸTouhoku ohenro contest 2019　無断転載禁止


